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❾ 気体 
 

  

  ＰＶ＝ｎＲＴ     

   

    ｎＲ＝一定  

ボイル・シャルルの法則 

      

Ｐ
１
Ｖ

１

Ｔ
１

＝
Ｐ

２
Ｖ

２

Ｔ
２

 

     ｎ＝
ఠ
Ｍ
    

     

    ＰＶ＝
ఠ
Ｍ
ＲＴ   分子量

   密度 ｄ＝
ఠ
Ｖ

   

   

    Ｐ＝
ఠ
Ｖ

１

Ｍ
ＲＴ  Ｐ＝

ｄ

Ｍ
ＲＴ ｄ＝

ＭＰ

ＲＴ
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気体の状態方程式は、 混合気体でも成り立ちます！ 

    ＰＶ＝（ｎＡ ＋ ｎＢ）ＲＴ 

     Ｐ＝ＰＡ ＋ ＰＢ      

 

分圧＝
その気体のモル

全体のモル
×Ｐ 

ＰＡ＝
ｎ

Ａ

ｎ
Ａ
＋ｎ

Ｂ

×Ｐ     ＰＢ＝
ｎ

Ｂ

ｎ
Ａ
＋ｎ

Ｂ

×Ｐ 

 

  ＰＡＶ＝ｎＡＲＴ   ＰＢＶ＝ｎＢＲＴ 

      Ｖは共通なので、 

      Ａの分圧ＰＡとモルｎＡだけで計算しても、 

      Ｂの分圧ＰＢとモルｎＢだけで計算しても、 

      Ｖは求まります。 
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Ａ Ｂ 

例題   

問１ 

               ボイル・シャルルの法則  

             
１．０×１０

５×３．０

Ｔ
＝

Ｐ
ＣＯ

×５．０

Ｔ
 

             

３．０×１０
３×２．０

Ｔ
＝

Ｐ
Ｏ
２

×５．０

Ｔ
   

問２ 

 

  どんな反応が起こったかを考えれば、楽勝！ 

  ２ＣＯ ＋Ｏ２    ２ＣＯ２ 分圧比＝ｍｏｌ比（温度体積一定） 

     ＣＯ      Ｏ２       ＣＯ２ 

はじめ ０．６×１０５  １．２×１０５
     ０  

反応量－０．６×１０５ －０．３×１０５ ＋０．６×１０５

その後   ０     ０．９×１０５   ０．６×１０５

 計 ０＋０．９×１０５＋０．６×１０５＝１．５×１０５(Ｐａ)  
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基本問題 

 

ＣＨ３ＣＨ＝ＣＨ２＋Ｈ２    ＣＨ３ＣＨ２ＣＨ３ 

 

基本！  

気体１ｍｏｌの体積＝２２．４Ｌ 
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混合気体の密度＝ｄ   

見かけの分子量Ｍ
തതത

  

   

ｄ＝
ఠ
Ａ
＋ఠ

Ｂ

Ｖ
 ＝

ｎＭ
തതത
 

Ｖ
 ＝

ＰＶ

ＲＴ
・

Ｍ
തതത
Ｖ
 ＝

ＰＭ
തതത

ＲＴ
 

 

見かけの分子量Ｍ
തതത

＝
Ａのモル

全体のモル
ＭＡ＋

Ｂのモル

全体のモル
ＭＢ 

        ＝
ｎ

Ａ

ｎ
Ａ
＋ｎ

Ｂ

ＭＡ ＋
ｎ

Ｂ

ｎ
Ａ
＋ｎ

Ｂ

ＭＢ 

混合気体はＭ
തതത

を出すと便利！ 

 

 

Ｔ 絶対温度

℃＋２７３      おぼえかた   ２７３ 

                     ツナサンド 
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Ａの分圧 

混合気体の 

密度 

例題 

希ガスＡ・Ｂ  

ｐ０  

Ａの原子量‹Ｂの原子量  

 

                   

                   

 

Ｍതതത  

見かけの分子量Ｍ
തതത

＝
Ａのモル

全体のモル
ＭＡ＋

Ｂのモル

全体のモル
ＭＢ 

ｐ０ Ｍതതത

Ｍതതത＝ＭＡｘ＋４ＭＡ（１－ｘ）＝４ＭＡ－３ＭＡｘ ｘ：Ａのモル分率 
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気体と蒸気圧と飽和蒸気圧 

気体は、飽和蒸気圧以上になる事ができません！ 

それ以上になると、液体になるからです。 

 

 

例題 

問１ 

   飽和蒸気圧
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問２ 

飽和蒸気圧 

 

液体として安定に存在している状態 

   蒸発の速度＝凝結の速度 

 

   蒸気圧＝飽和蒸気圧  

 

 気液平衡  
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気液平衡とは 

蒸発の速度＝凝縮の速度 

飽和蒸気圧 

蒸気圧＝飽和蒸気圧 
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水蒸気圧 

気体の 

分圧 

大気圧 

水 

気体を水上置換で集めた場合 

 気体 ＋ 水蒸気 の、混合気体 となっているので 

 水蒸気圧を、分圧として考えないといけません！ 

 

                  大気圧 

                   ＝気体の分圧＋水蒸気圧 

                   

例題 

酸素の分圧＝大気圧－飽和水蒸気圧   

 ７６０ ： １．０×１０５ ＝ ７３３ ： ｘ 

 ＰＶ＝ｎＲＴ 
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７６０ 

ｍｍ 

２４ 

ｍｍ 

６５ 

ｍｍ 

５４５ 

ｍｍ 

真空 水蒸気 エタノール 

ジエチル 

エーテル 

液体の 

ジエチル 

エーテル 

水銀柱の場合 

 少量の液体を注入して、液体が残っている状態にする

と、その液体の飽和蒸気圧（蒸気圧）の分だけ、水銀柱が

低くなる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．０１３×１０５ ： 蒸気圧 ＝ ７６０ ： ｘ 

蒸気圧＝１．０１３×１０５×
ｘ（ｍｍ）

７６０
   

ｘ＝低くなった長さ 

 

 

水銀 
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Ｐａ 
凝縮が 

始まる 

すべて 

気体 

℃ 

蒸気圧曲線＝温度と飽和蒸気圧の関係。 

                  蒸気圧がこの線上にあれば、 

                  気液平衡        

飽和蒸気圧より小さくなると、 

                

             飽和蒸気圧より大きくなると、 

                

             

 

       新しい気液平衡状態になると、また安定します。 

◎密閉せずに温度を上げた場合 

 

◎密閉して温度を上げた場合 
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50 100 ℃ 

水 

０ 

0.50 

1.0 

飽和蒸気圧 

(×105Pa) 
ベンゼン 

 混合気体の問題その１ 

数種の気体があって一部が凝縮しているとき 

分圧はどうなるか？ 

その気体の飽和蒸気圧を差し引き、残った気圧を分け合

おう！ 

 

問１ 

０ 
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まず、その他の水もベンゼンも全部気体と仮定すると

一部は凝縮して水となっている

ベンゼンの分圧は、水の分圧を引いてから窒素と分け合う。 

ベンゼンはすべて気体である  

問２ 

 

飽和蒸気圧が一番小さい水が気体になればよい。 
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０ 10 20 30 

℃ 

０ 

0.1 

0.2 

0.3 

0.4 

0.5 

ヘキサンの 

蒸気圧 

(×105Pa) 

 混合気体の問題その２ 

問１ 

 分圧＝全圧×モル分率   

問２ 

40 
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混合気体の体積をＶ１［Ｌ］とすると、ヘキサンと窒素の共通の体積なの

で、窒素だけについての状態方程式が成り立つ。 

 

     ＰＮ
２ Ｖ１ ＝ ｎＮ２ＲＴ     

                 

問３ 

  全体の体積をＶ２とすると 

窒素と共通の体積なので、 

ヘキサンだけの状態方程式も成り立つ。 

         ＰｈｅｘＶ２ ＝ ｎｈｅｘＲＴ 
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 気体が反応して、水をつくるとき 

問１  

反応式を書いて、表を作ってみよう！ 

Ｐａと mol は比例するので 

      ＣＨ４ ＋ ２Ｏ２   ＣＯ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ 

はじめ   ４．０    ｘ     ０        ０  

反応量  －４．０  －８．０  ＋４．０ ＋８．０  

その後    ０   ｘ－８．０  ４．０  ８．０

    これは水を気体としたときの値なので、実際は水滴が生じてい

るからＨ２Ｏの分圧は飽和蒸気圧の ３．６×１０３Ｐａ 
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問２ 

       ＰＶ ＝ 
ఠ
Ｍ
ＲＴ    

すべて気体となったときの８．０×１０３Ｐａとの差が、水滴になった分

である。 

全部気体になったときと、凝縮したときとを比べて

みよう！ 
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まとめ 混合気体について 

 

 

混合気体の全圧から水の飽和蒸気圧を引くのを忘れず

に！ 

Ａの分圧＝Ａの飽和蒸気圧 

気体Ａの分圧＝全圧×その気体Ａのモル分率 

 

体積が共通な時は、ひとつの気体だけで状態方程式 

が使える。 
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❿ 溶解度 
◎気体の溶解度   

ヘンリーの法則     わりとよく出る 

その気体の圧力（混合気体なら分圧）に比例する。 

      ［Ａ］＝ｋ０Ｐ 

 

注 

  

          

例： ＣＯ２ ＋ Ｈ２Ｏ       Ｈ２ＣＯ３ 

   ［Ｈ２ＣＯ３］＝ｋ０ＰＣＯ
２
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例題 

 

体積  

質量

   ＰＶ ＝
ఠ
Ｍ
ＲＴ   

１．０×１０５Ｐaのときに溶ける量

その４倍なので   
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◎溶解度について 

混同するな 

体積１Ｌに溶けているｍｏｌ［ ］なので、 

モル濃度  

モル溶解度  

水１００ｇに溶ける物質の質量ｇ 

（固体） 
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70 60 50 40 
℃ 

30 

40 

(g/水 100g) 

72 

49 

ｘ 

溶解度曲線＝温度と溶解度の関係 

例題 

ＫＣｌの溶解度曲線      

                

               

だまされるな 

水１００ｇに溶かしたもの この飽和水溶液１００ｇ

１００ｇの水に溶けているＫＣｌの量＝ｘ  

飽和水溶液が２倍になったら析出量も２倍になる、つまり比例するので 

析出量(g) ： 飽和水溶液(g)  

＝ ６．１ : １００ ＝  ４９－ｘ ： １００＋４９ 

  

50 
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例題 

問１ 

  ３００ ： ｘ ＝   ２７０ ： １３８ 

 

            

    

ちょっとまわりくどいやりかた 
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問２ 

   ｘ ： ３０ ＝   ２７０ ： １３ 
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 水和物が析出する場合 

水の分を差し引こう！ 

例題 

 

  １００ ： ｘ ＝ １００＋２５ ： ２５ 

    

       

   

     

１００－ｙ ：２０．０－
１６０

２５０
ｙ＝１００＋１４．８ ： １４．８  
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◎溶解度積 と 溶解平衡 

例 

  ＰｂＣｌ２       Ｐｂ２＋ ＋ ２Ｃｌ－ 

  

    ＫＳＰ ＝ ［Ｐｂ２＋］［Ｃｌ－］   

    

   

  ＮａＣｌ      Ｎａ＋ ＋   Ｃｌ－ 

    ＫＳＰ ＝ ［Ｎａ＋］［Ｃｌ－］     

この値より、濃度が高くなると沈殿します。 

   

 ＰｂＣｌ２       Ｐｂ２＋ ＋ ２Ｃｌ－  

ＰｂＣｌ２の 溶解度を ｓ 

    ＫＳＰ ＝ ｓ×（２ｓ）２ 

 物質量  係数  
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例題 

 

ヒッカケ  同じＣｌ－があることに注意！ 

ＰｂＣｌ２       Ｐｂ２＋ ＋ ２Ｃｌ－  

だけど、Ｃｌ－は、０．１０ｍｏｌ／Ｌを足さないといけない。 

  

ＫＳＰ＝３．２×１０－８＝［Ｐｂ２＋］［Ｃｌ－］２ 

 ＰｂＣｌ２の溶解度をｓとすると 

  ［Ｐｂ２＋］＝ｓ 

  ［Ｃｌ—］＝２ｓ＋０．１０ 

ここで、ｓは０．１０と比べたら小さいと考える。 

     

 ２ｓ＋０．１０≒０．１０   
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⓫ 浸透圧 

 

       ∏Ｖ＝ ｎＲＴ 

   

      ∏＝
ｎ

Ｖ
ＲＴ＝ｃＲＴ    
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水 

浸透圧とは 

                      圧力差が生じて、 

               溶液を押し上げる 

 

 

 

 

                     

               新たに

             注  

            実際にかかっている圧力は 

                 浸透圧 ＋ 大気圧 

浸透圧は、実際にかかっている圧力から大気圧を引いた

もの 
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例題 

 

液 面 を 同 じ に す る た め に 加 え た 圧 力 が 浸 透 圧      

 

    ∏＝Ｐ－１．０１３３×１０５ Ｐａ 

     大気圧は、差し引きます！ 

 

∏Ｖ＝ ｎＲＴ  ＝  
ఠ
Ｍ
ＲＴ     

   Ｍ＝
ఠ∏Ｖ
ＲＴ     

 ＝
ன

（Ｐି１．０１３３×１０
５
）×Ｖ×０．００１

×Ｒ×（Ｔ＋２７３） 
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断面積 

１ｃｍ２ 

 
６．８ 

ｃｍ 

基本 

単位面積あたりに加わる圧力と、質量は比例する。 

           問１ 

                  

  

∏：６．８ｃｍ×１．０ｇ／cm3＝ 

１．００×１０５Ｐａ：７６．０ｃｍ×１３．５ｇ／cm3 
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問２ 

６．８ｃｍ

２
×１．０ｃｍ２＝３．４ｃｍ３だけ増えているので    

モル濃度ｃ＝
１．３４ｇ

Ｍ
×

１

１３．４×１０
ష３

Ｌ

＝
１．００×１０

２

Ｍ
(mol/L) 

  これを ∏＝ｃＲＴ にあてはめる。 

注   デンプンは重合度によってモル質量が変わるので、 

    ここでのＭは モル質量であって、分子量ではない。 

     デンプンは（Ｃ６Ｈ１０Ｏ５）ｎ 

     で、Ｃ６Ｈ１０Ｏ５＝１６２ だから、 

        Ｍ＝１６２ｎ    ｎ＝重合度 
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∏＝ｃＲＴ にあてはめるときは、 

電離しているときは気をつけよう！モル濃度は増えます。 

 

  

ＣＨ３ＣＯＯＨ   ＣＨ３ＣＯＯ－＋ Ｈ＋ 

はじめ    ｃ       ０      ０    

変化量    -ｃα   ＋ｃα     ＋ｃα  

電離平衡時  ｃ（１－α） ｃα     ｃα   

 

 

 ｃ（１＋α）     

       

    公式のｃのところには、これをあてはめよう！ 

    安易に初濃度ｃをあてはめるな！ 

 

 

 



113 
 

強酸・強塩基・またはその塩  は、 

ほぼ電離している とみなします。 

・ＣａＣｌ２  

    ＣａＣｌ２      Ｃａ２＋ ＋ ２Ｃｌ－ 

        ３倍  

・Ｈ２ＳＯ４  

    Ｈ２ＳＯ４      ２Ｈ＋  ＋ ＳＯ４
２－ 

               ３倍 

・ＨＣｌ  

    ＨＣｌ       Ｈ＋   ＋   Ｃｌ－ 

               ２倍 

 

 

  α≒１ ほぼ電離している 

       

αを厳密に出せ！ 
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   電離度α を 厳密に考える場合 

１価の  弱酸・弱塩基 

               その塩 

      強酸・強塩基  

  

      ＡＸ      Ａ＋  ＋  Ｘ－ 

はじめ   ｃ        ０      ０  

変化量   -ｃα     ＋ｃα   ＋ｃα  

電離平衡時 ｃ（１－α）   ｃα    ｃα  

 ｃ（１＋α）  

  

            

      

 ｃ 

２ｃ  

こうなるような式だ！と考えたら、 パッとうかびますね！ 
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２価の 強酸・強塩基  または その塩 

   Ｈ２ＳＯ４    Ｈ＋ ＋  ＨＳＯ４
－   

   ＨＳＯ４
－    Ｈ＋ ＋   ＳＯ４

２－  

１段階目は ほぼ完全に電離する。  

     Ｈ２ＳＯ４    Ｈ＋  ＋ ＨＳＯ４
－ 

電離平衡時 ０       ｃ     ｃ  

              

     ＨＳＯ４
－     Ｈ＋ ＋ ＳＯ４

２－ 

はじめ    ｃ       ０    ０    

変化量    -ｃα    ＋ｃα   ＋ｃα   

電離平衡時  ｃ（１－α）  ｃα   ｃα   

 １価  
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○1 で生じた［Ｈ＋］を、加えるのを忘れてはなりません！ 

 ｃ（１＋α）＋ｃ＝  ｃ（２＋α） 

 ３ｃ  
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 ２価の弱酸・弱塩基 またはその塩 

                                 

Ｈ２ＣＯ３       ＨＣＯ３
－ ＋ Ｈ＋  

Ｋ１：４．５×１０－７ ｍｏｌ／Ｌ

ＨＣＯ３
－       Ｈ＋ ＋ ＣＯ３

２－  

Ｋ２：５．６×１０－１１ｍｏｌ／Ｌ

○2 のＫ２がとても小さいので、○1 だけが起こると考えます。 

そうすれば、 １価の場合とまったく同じです！ 

Ｈ２ＣＯ３     ＨＣＯ３
－ ＋  Ｈ＋ 

はじめ    ｃ          ０     ０     

変化量    -ｃα      ＋ｃα    ＋ｃα   

電離平衡時  ｃ（１－α）  ｃα     ｃα   

ｃ（１＋α） 

   α２＝
Ｋ

ｃ
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⓬ 電極反応 

 

１ まず、電子○－が何ｍｏｌ流れたか 計算する。 

 

２ 反応式を書いてみる！ 

 電子○－ １ｍｏｌに対して、物質が何ｍｏｌできるか 

考える。 

 

  

                       おぼえかた 黒子 ＶＳ 天使 

 

流れた電子○－のｍｏｌは 

     
電流×ｔ（秒）

ファラデー定数
 ＝ 

電流×ｔ

９．６５×１０
４
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電気分解 

陰極（－）に ＋イオンがくる 

陽極（＋）に －イオンがくる 

 

 

陰極（－）                    

電源の負極につないだものが陰極  

電子ｅ－は、負極から出てくる  

電子ｅ－がやってくるから それを受けとりにくる  

・Ｈ２よりイオン化傾向の小さい金属があれば、析出。 

      Ａｇ＋ ＋ ｅ－     Ａｇ↓ 

・そういう金属イオンがなくて、Ｈ＋があれば（酸性中ならば） 

      ２Ｈ＋ ＋ ２ｅ－      Ｈ２ 

  （中性・塩基性なら） 

              

  ２Ｈ２Ｏ  ＋ ２ｅ－    Ｈ２   ＋  ２ＯＨ－ 
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陽極（＋） 

受け取ったｅ－を、返して電源の正極に送らないといけません！  

◎電極がＰｔ・Ｃ以外なら電極が溶けて ｅ－を出す。 

   

◎電極がＰｔかＣならば 

・ハロゲンイオンがあれば ２Ｃｌ－   Ｃｌ２ ＋ ２ｅ－ 

 

・ＳＯ４
２－，ＮＯ３

－，ＯＨ－なら 

   

  （塩基性なら） ４ＯＨ－  Ｏ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ ＋４ｅ－ 

             

   （中性・酸性なら） 

    ２Ｈ２Ｏ      Ｏ２ ＋ ４Ｈ＋  ＋ ４ｅ－ 
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＋ － 

Ｐｔ Ｐｔ 

ＣｕＣｌ２ ａｑ 

＋ － 

Ｐｔ Ｐｔ 

ＮａＯＨ ａｑ 

＋ － 

Ｐｔ Ｐｔ 

Ｃａ(ＮＯ３)２ａｑ 

＋ － 

Ｐｔ Ｃｕ 

Ｈ２ＳＯ４ ａｑ 

練習 

            陽 ２Ｃｌ－  Ｃｌ２↑＋２ｅ－ 

 

            陰 Ｃｕ２＋＋２ｅ－     Ｃｕ 

 

  

 

 

 

            陽 ４ＯＨ－   ２Ｈ２Ｏ＋Ｏ２↑＋４ｅ－     

 

                陰 ２Ｈ２Ｏ＋２ｅ－ Ｈ２↑＋２ＯＨ－ 

 

 

 

 

 

                陽 ２Ｈ２Ｏ  Ｏ２↑＋４Ｈ＋＋４ｅ－ 

 

              陰 ２Ｈ２Ｏ＋２ｅ－ Ｈ２↑＋２ＯＨ－ 

 

              

              

              陽 ２Ｈ２Ｏ  Ｏ２↑＋４Ｈ＋＋４ｅ－ 

              陰 ２Ｈ＋ ＋２ｅ－   Ｈ２↑         
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＋ － 

Ｃｕ Ｐｔ 

ＣｕＳＯ４ ａｑ 

＋ － 

Ａｇ Ａｇ 

ＡｇＮＯ３ ａｑ 

 

            陽 Ｃｕ    Ｃｕ２＋ ＋２ｅ－ 

            陰 Ｃｕ２＋ ＋２ｅ－    Ｃｕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

            陽 Ａｇ   Ａｇ＋ ＋ ｅ－ 

            陰 Ａｇ＋ ＋ ｅ－   Ａｇ 
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ｅ－ 

ｅ－ ｅ－ 

Ｈ＋ 

Ｃｕ Ｚｎ 

負 正 

電池 

 ボルタ電池 

              イオン化傾向の大きい方

負極 溶けます

        

               つまり、＋イオンとなるので、 

                電子ｅ－を放出します。 

 

 Ｈ２ＳＯ４         そのｅ－は電線を通って、正極 に来ます。 

 このｅ－めあてに＋イオン＝Ｈ＋が寄ってきます。 

 

Ｚｎ２＋ 
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電解質が 食塩水      アルカリ水溶液 

         

Ｈ＋があまりなくて金属イオンのイオン化傾向大のとき 

 

 

 

 

 

大気中と接していて、Ｏ２が豊富に供給される場合 

 Ｏ２が還元されます！ 

正極：Ｏ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ ＋ ４ｅ－     ４ＯＨ－ 

   

大気と一部しか触れず Ｏ２が入ってこない場合 

は、仕方がないので 水を還元させます。 

正極：２Ｈ２Ｏ ＋ ２ｅ－     Ｈ２ ＋ ２ＯＨ－ 

 

 



125 
 

負 正 

 燃料電池        

Ｏ２ Ｈ２  

正極 Ｈ２ Ｈ＋ Ｏ２  

               Ｈ２       Ｈ＋   Ｏ２ 

正極：  Ｏ２ ＋ ４Ｈ＋ ＋ ４ｅ－     ２Ｈ２Ｏ 

負極：   ２Ｈ２    ４Ｈ＋ ＋ ４ｅ－ 

合わせて  ２Ｈ２ ＋ Ｏ２       ２Ｈ２Ｏ 

 

 

 



126 
 

例題 

 

正極 Ｏ２ ＋ ４Ｈ＋ ＋ ４ｅ－    ２Ｈ２Ｏ 

負極 ２Ｈ２         ４Ｈ＋ ＋ ４ｅ－ 
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⓭ 成分分析 
有機化合物の組成式の決定 

  ＣｘＨｙＯｚ 

              Ｈ２Ｏを吸収      ＣＯ２を吸収 

 

 

 

 

 

 

酸化銅（Ⅱ）   塩化カルシウム      ソーダ石灰 

             ＣａＣｌ２    ＣａＯ 

     

                         ＮａＯＨ  

 

酸化銅

  

塩化カルシウム ＣａＣｌ２

ソーダ石灰（ＣａＯ＋ＮａＯＨ）
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注 

 

   

                

    

 

ＣＯ２ Ｈ２Ｏ

Ｃ Ｈ

Ｃの質量＝ＣＯ２の質量×
Ｃの原子量

ＣＯ
２
の分子量

＝ＣＯ２の質量×
１２

４４
   

Ｈの質量＝Ｈ２Ｏの質量×
２×（Ｈの原子量）

Ｈ
２
Ｏの分子量

＝Ｈ２Ｏの質量×
２．０

１８
   

         

Ｏの質量＝試料の質量－（Ｃの質量＋Ｈの質量） 

  

 ｘ：ｙ：ｚ  ＝ 
Ｃの質量

Ｃの原子量
  ：

Ｈの質量

Ｈの原子量
 ：

Ｏの質量

Ｏの原子量
 

      組成式 ＝ ＣｘＨｙＯｚ 

      分子式＝ （組成式）×ｎ 
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組成を調べるロードレース 

 

有機化合物の組成式の決定 

大会への参加どうする？ 

       

炎天下を軽く走ったら倒れそーだ・・・せっかくだけど。 

途中で水分とらないと。 
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成分元素の確認方法 

炭素    完全燃焼   ＣＯ２    石灰水Ｃａ(ＯＨ)２ 

Ｃ     させると   ができる。 に通じると白濁する。 

                      

水素  完全燃焼  Ｈ２Ｏ   無水硫酸銅   水和物  

Ｈ   させると  ができる。   CuSO4     CuSO4∙5H2O 

                    塩化コバルト紙青   淡赤 

    

窒素  ＮａＯＨを加えて  ＮＨ３  赤リトマス紙  青 

Ｎ    加熱      ができる。 濃塩酸と接触させる 

と白煙。  

              ＮＨ４Ｃｌができる 

塩素  焼いた銅線に 塩化銅   炎色反応 青緑色   

Ｃｌ  つけて加熱   ＣｕＣｌ２   

                ができる。 

硫黄  Ｎａを加えて 硫化ナトリウム 酢酸鉛(Ⅱ)水溶液 

Ｓ   加熱溶解   Ｎａ２Ｓ    で黒色沈殿 

           ができる      

                          ＰｂＳができる。      
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⓮ 化学反応でできる量 

◎ どんな反応なのか？を考える。 

  どの原子が減って、どの原子が増えるか考える。 

例  

・置換反応 

 

       

          

・脱水縮合  分子量が１８減る。 

・               Ｈが 

                        ２つ減る 

◎ 何ｍｏｌの物質で何ｍｏｌの物質ができるのか？ 

  何ｍｏｌの物質と何ｍｏｌの物質が反応するのか？ 

  

    ｍｏｌ＝
質量

分子量
 

 

 

◎ 価数がつりあうように気をつける。 
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◎ Ａが過不足なく反応した 

  ＝Ａがすべて反応して０になった。 

 

◎１対１で反応する場合は、 

 少ない方の物質をすべて使い、 

 多い方が余る。 

 

◎ 反応前後で分子量・原子量の合計は変わらない。 

 

 

◎ わからないものはｘとしてみる！ 
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例題 

      二重結合なしならＣｎＨ２ｎ＋１ＣＯＯＨ 

      １個二重結合ならＣｎＨ２ｎ－１ＣＯＯＨ 

      ２個二重結合ならＣｎＨ２ｎ－３ＣＯＯＨ 

Ｃ１７Ｈ３１ＣＯＯＨ       Ｃ１７Ｈ３１              

Ｃ１７Ｈ３１ＣＯＯＨ ＋     Ｃ１７Ｈ３１        ＋ ３Ｈ２Ｏ 

Ｃ１７Ｈ３１ＣＯＯＨ       Ｃ１７Ｈ３１  
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例題 

 

 

      ＋ ３ＮａＯＨ  ３Ｒ－ＣＯＯＮａ ＋  

 

 

                                                               

 ３つ
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例題 イオン交換樹脂 

 

  ＣａＣｌ２        Ｃａ２＋ ＋ ２Ｃｌ－ 

Ｃａ２＋のｍｏｌ数＝ＣａＣｌ２のｍｏｌ数＝ ｘ×
４０

１０００
ｍｏｌ 

Ｈ＋のｍｏｌ数＝ｘ×
４０

１０００
×２ 

ＮａＯＨのｍｏｌ数＝ＯＨのｍｏｌ数＝０．２×
２４

１０００
ｍｏｌ 

中和したので    
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例題 

ｎ            ＋ ｎＨＯ(ＣＨ２)2－ＯＨ 

    

                          ＋ ２ｎＨ２Ｏ 

                        

エチレングリコール > テレフタル酸  

テレフタル酸の方を完全に使い、エチレングリコールが余る。 

５．４０ｇ 

注  

 

                        

１８

アボガドロ数
 ＝

１８

６．０２×１０
２３

 ｇ 誤差です誤差！ 
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ｘ ｙ

ｘ ｙ

例題 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

前後でｍｏｌは変わらないので 
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オマケ 

ワンポイントアドバイス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


